
【あ】アーレスティ／ＩＨＩ／ＩＨＩ運搬機械／ＩＨＩエアロスペース／愛三工業／アイシン・エィ・ダブリュ／アイシン・エィ・ダブリュ工業／アイシン・エーアイ／愛仁会／
アイシン化工／アイシン機工／アイシン軽金属／アイシン辰栄／アイシン新和／アイシン精機／アイシン高丘／アイチコーポレーション／愛知製鋼／愛の泉／アイホン／秋山精鋼／
アキレス／アクシアルリテイリング／揚原織物工業／淺野歯車工作所／アサヒ飲料／旭化成アミダス／旭硝子／旭サナック／アサヒビール／旭ファイバーグラス／アサヒファシリティズ／
朝日ラバー／浅海電気／アジア航測／アステラス製薬／アズビル／アスプコミュニケーションズ／アスモ／アテネ／アテネコンピュータシステム／アドヴィックス／アドテックス／
アドバンスドソフトウェア／アドバンテスト／アットホーム／アマダエンジニアリング／アルゴグラフィックス／アルファ／アルファシステムズ／イーグル工業／イーピーエス／池田糖化工業／
イシダ／いすゞ自動車／井関農機／イチカワ／市光工業／出光興産／伊藤忠テクノソリューションズ／伊藤ハム／イノアックコーポレーション／イビデン／伊予銀行／岩井機械工業／
岩崎通信機／岩崎電気／インテック／ウイングアーク1st／上田日本無線／ウシオ電機／内野建設／映像研／エィ・ダブリュ・ソフトウェア／エーザイ／エームサービス／エクセディ／
エス・エム・エス・データテック／ＳＭＢＣフレンド事務センター／エス・キュー・シー／エスシーシー／エスペック／エタックエンジニアリング／エヌ・イーケムキャット／ＮＥＣネットワークプロダクツ／
ＮＥＣフィールディング／ＮＳＫニードルベアリング／ＮＳＫワーナー／ＮＯＫ／ＮＤＳ／エヌティーテクノ／ＮＴＮ／ＮＴＴエレクトロニクス／エヌ・ティ・ティ・コムウェア／ＮＴＴデータ／
ＮＴＴデータフォース／ＮＴＴドコモ／ＮＢＣメッシュテック／ＦＤＫ／ＭＣシステムズ／エムテックスマツムラ／エリーパワー／オーエスジー／オーキス・ジャパン／オージー技研／オイレス工業／
大石電機工業／大内新興化学工業／大崎電気工業／海洋王照明科技／大塚化学／オートモーティブエナジーサプライ／大比良工業／岡山／小川工業／小川香料／

沖エンジニアリング／沖電気工業／沖縄ガス／小野薬品工業／オムロン／オリジン電気／オリンパス 【か】かがつう／科研製薬／カゴメ／河西工業／鹿島建設／鹿島道路／カネカ／金秀アルミ工業／
金秀建設／河北印刷／川口金属加工／川研ファインケミカル／川崎陸送／韓国標準協会／関西エアポート／関西新幹線サービック／関西電力／関西ペイント／カンロ／キーテクノロジー／
キーパー／菊水化学工業／技研製作所／キッコーマン食品／キトー／君津共同火力／キムラユニティー／キャタラー／キヤノン／キヤノンマーケティングジャパン／キユーピー／京三製作所／
京セラ／共同印刷／協豊製作所／共和／協和発酵キリン／共和薬品工業／キリウ／キリンホールディングス／金精社／楠本化成／くみあい飼料工場会／グラクソ・スミスクライン／
クラシエホームプロダクツ／クリナップ／クリハラント／クレハ／クレハエラストマー／クレハ樹脂加工事業所／グローブライド／グローリー／クロダイト工業／グンゼ／ケアコム／ＫＹＢ／
原子燃料工業／コーセー／コーセル／コーリツ／小糸製作所／構造計画研究所／江東信用組合／合同製鐵／神戸製鋼所／光洋機械産業／国際航業／コクヨ／小島プレス工業／寿精版印刷／

コニカミノルタ／コバヤシ／コベルコ建機／コベルコ鋼管／コベルコシステム／小松製作所／コマツ物流／コマニー／コロナ【さ】佐賀組／桜技術研究所／ササキコーポレーション／ササクラ／
佐藤金属／サッポロビール／ＳＵＭＣＯ／サムテック／澤藤電機／サンゲツ／三五／三光合成／三社電機製作所／三條機械製作所／サンスター／サンデンホールディングス／
サントリービジネスエキスパート／サントリープロダクツ／山王／三陽工業／三六工芸印刷社／サンワテック／三和電装エンジニアリング／ＣＲＩ中央総研／シーアイ化成／ＣＩＪ／シーヴイテック／
ＣＡＣクロア／Ｃ．Ｓ．Ｓ．／ＧＳユアサ／ジーシー／ジーシーデンタルプロダクツ／ジーテクト／ジィ・シィ企画／ＪＲ東日本テクノロジー／ＪＲ東日本パーソネルサービス／ＪＸエネルギー／
ＪＸ金属／ＪＳＲ／ＪＳＰ／ＪＦＥ鋼板／ＪＦＥスチール／ＪＦＥ継手／ジェイテクト／ＪＰ三越マーチャンダイジング／ＪＶＣケンウッド／シキノハイテック／四国明治乳業／静岡製機／
シチズン時計／シチズン時計マニュファクチャリング／自動車部品工業／清水建設／シャープビジネスコンピュータソフトウェア／ジヤトコ／ジャパーナ／ジャパンマリンユナイテッド／ジャムコ／
ＪＵＫＩ／常磐共同火力／常磐興産／昭和機器工業／昭和電工／昭和電線ホールディングス／昭和ワニス／ショーワ／ＪＣＡＪＧＫ／シロキ工業／信越化学工業／新幹線エンジニアリング／
神鋼鋼線工業／シンジーテック／新電元工業／新日鐵住金／新日鉄住金化学／新日鉄住金マテリアルズ／鈴木合金／スタンレー電気／住友大阪セメント／住友化学／住友金属鉱山／住友建機／
住友ゴム工業／住友電気工業／住友電装／住友ナコフォークリフト／住友ベークライト／住友理工／スリ－エムジャパンプロダクツ／セイコーエプソン／セガ・インタラクティブ／積水化学工業／

積水樹脂／積水ハウス／セキソー／ゼブラ／センシュー／セントラル硝子川崎工場／ソーシン／ソーバル／壮光舎印刷／ソニ－／ソフトフロント／損害保険料率算出機構【た】第一経営相談所／
タイガースポリマー／大紀アルミニウム工業所／ダイキョーニシカワ／ダイキン工業／タイコエレクトロニクスジャパン／大正製薬／大成歯科工業／大成ユーレック／大同信号／ダイトーコーポレーション／
ダイニチ工業／大日本印刷／大日本住友製薬／ダイハツ九州／ダイハツ工業／太平洋工業／太平洋セメント／ダイヘン／大豊工業／大鵬薬品工業／ダイヤモンド電機／太陽インキ製造／大陽日酸／
大和化成工業／大和証券／大和製罐／大和リース／タカギセイコー／高木製作所／高砂香料工業／高田製薬／高橋金属／タカラスタンダード／タキロン／武田薬品工業／
竹中工務店／竹中土木／武部鉄工所／タダノ／タチエス／田辺三菱製薬／ダルトン／ダンロップスポーツ／チノー／千葉日産自動車／中越合金鋳工／中央職業能力開発協会／千代田グラビヤ／
司フエルト商事／椿本チエイン／ＤＩＣ／ＤＩＣグラフィックス／ＤＩＣプラスチック／ＤＴＳ／ＴＤＣソフトウェアエンジニアリング／ＴＤＫ／ＴＩＳ／テイ・エステック／ＤＭＧ森精機／
ＴＭＪ／テイカ／帝人／帝人ファーマ／ティラド／テックスエンジソリューションズ／デクセリアルズ／テプコシステムズ／寺岡精工／寺崎電気産業／デンカ／デンカポリマー／デンソー／
トーテックアメニティ／ＴＯＷＡ／東海理化／東海旅客鉄道／東京パワーテクノロジー／東京マツダ販売／東計電算／東光／東郷製作所／東光高岳／東芝／東芝機械／東芝ソリューション／
東芝テック／ＴＯＴＯ／東北エプソン／東洋ガラス／東洋管財／東洋製罐／東陽精機／東洋電機製造／東洋電装／東洋紡／東レ／十川ゴム／トクセン工業／凸版印刷／
トッパン・フォームズ・オペレーション／トピー工業／富安金属印刷／富山薬品工業／豊興工業／豊田合成／トヨタ自動車／トヨタ自動車九州／トヨタ自動車東日本／豊田自動織機／

トヨタ車体／トヨタテクノクラフト／豊田鉄工／トヨタ紡織／トヨタホーム／酉島製作所 【な】内外施設工業／直江津電子工業／永島製作所／ナカテツ／中西金属工業／長野電子工業／中村屋／
ナブテスコ／新潟ダイヤモンド電子／ニイタカ／日華化学／日科技連出版社／日機装／ニコン／日産化学工業／日産自動車／日新電機／ニッタ／日鍛バルブ／ニチアス／ニチハ／日鐵住金建材／
日鉄住金Ｐ＆Ｅ／日鉄住金物流君津／日東電工／日発運輸／ニフコ／日本アビオニクス／日本板硝子／日本印刷／日本エアフィルター／日本エステル／日本カーボン／
日本ガイシ／日本科学技術研修所／日本化学工業／日本化薬／日本クロージャー／日本ケミカル工業／日本ケミコン／日本高周波鋼業／日本コンクリート工業／日本シイエムケイ／日本触媒／
日本信号／日本新薬／日本スピンドル製造／日本精機／日本精工／日本製鋼所／日本製紙／日本ゼオン／日本設備工業／日本曹達／日本ダイレックス／日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ／
日本たばこ産業／日本電気／日本電気通信システム／日本電信電話／日本特殊陶業／日本トムソン／日本ノーベル／日本発条／日本ピストンリング／日本フィルター工業／日本フエルト／日本分光／

日本無線／日本山村硝子／日本理工／ニュージェック／ノボノルディスクファーマ／野村證券 【は】ハーモニック・ドライブ・システムズ／パイオニア／ハイク．ワグナージャパン／
ハウス食品グループ本社／長谷虎紡績／パナック／パナソニック／パナソニックＡＩＳ社／パナソニックヘルスケア／パナホーム／羽生田製作所／浜名湖電装／早川ゴム／林テレンプ／原田工業／
阪神化成工業／バンダイ／半導体エネルギー研究所／バンドー化学／ピー・アンド・ジー／ＰＦＵ／ビアメカニクス／ビスキャス／日立オートモティブシステムズ／日立建機／日立国際電気／
日立システムズパワーサービス／日立製作所／日野自動車／広島ガス／ヒロセ電機／ファーウエイジャパン／ファインシンター／福井鋲螺／福田金属箔粉工業／フクムラ仮設／富士機工／フジクラ／
藤倉化成／不二越／富士ゼロックス／藤田金屬／富士通／富士通アイ・ネットワークシステムズ／富士電機／富士電機機器制御／富士電線工業／フジトランスコーポレーション／富士フイルム／
富士古河Ｅ＆Ｃ／フジミ工研／藤森工業／双葉電子工業／プライムアースＥＶエナジー／ブラザー工業／ブリヂストン／ブリヂストンソフトウェア／ブリヂストンフローテックＭＤセンター／
ブルーエナジー／古河ＡＳ／古河電気工業／古河電池／ブルドックソース／プレス工業／ベックマン・コールター／紅屋商店／ベルポリエステルプロダクツ／ぺんてる／ホーチキ／

宝生会ＰＬ病院／豊生ブレーキ工業／望星薬局／ホギメディカル／北越工業／北陸電気工業／ボッシュ／保土谷化学工業／ホンダエンジニアリング／本田技研工業 【ま】前田建設工業／
前田製作所／マスダック／マツダ／丸住製紙／丸藤シートパイル／丸紅ＩＴソリューションズ／マルヤスエンジニアリング／丸和電子化学／ミキ情報システム／三島食品／みずほ銀行／三井化学／
三井金属アクト／三井金属鉱業／三井住友海上火災保険／三井住友銀行／三井農林／ミツギロン／三菱化学／三菱自動車エンジニアリング／三菱自動車工業／
三菱重工エンジン＆ターボチャージャ／三菱重工業／三菱樹脂／三菱伸銅／三菱総研ＤＣＳ／三菱電機／三菱電機エンジニアリング／三菱電機コントロールソフトウェア／三菱電機プラントエンジニアリング／
三菱電機メカトロニクスソフトウエア／三菱電線工業／三菱東京ＵＦＪ銀行／三菱マテリアル電子化成／三菱ＵＦＪトラストシステム／三菱レイヨン／三ツ星ベルト／南容器工業／ミネベア／
ミヤマ工業／三吉工業／ミライト／村岡ゴム工業／村田製作所／明治／明治ゴム化成／明電舎／メイドー／名北工業／メルク／モトユキ／ＭＯＲＥＳＣＯ／

【や】矢崎エナジーシステム／矢崎計器／矢崎総業／矢崎部品／安川電機／安田製作所／八千代工業／ヤマサ醤油／山下電気／山田製作所／ヤマハ発動機／ヤマハモーターエンジニアリング／
ヤンマー／ＵＡＣＪ／ＵＡＣＪ製箔／ＵＡＣＪ鋳鍛／ＵＭＧ ＡＢＳ／ＵＤトラックス／ユニオンツール／ユニキャリア／ユニチカ／ユニバーサル製缶／ユニバンス／ユニプレス／ヨコオ／横河電機／

横河電子機器／横浜ゴム／吉野工業所 【ら】ライオン／リオン／ＬＩＸＩＬ／理研化機工業／理研電線／リコ－／リコーインダストリー東北事業所／リコーエレメックス／リコーロジスティクス／
菱化システム／良品計画／リョーワ印刷／リンクレア／レパスト／ローム／ローム浜松／六甲バター 【わ】和氣製作所 2016 年 11月 16日現在　675社
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日科技連（日本科学技術連盟）は1946 年に設立され、科学技術庁
（現文部科学省）傘下の財団法人として 70 年以上にわたり、日本の
科学技術ならびに品質管理、TQM を柱とした経営管理技術に必要
な諸事業を総合的に推進し、人材の育成を図り、産業と学術・文化
の発展に寄与することを目的として活動してきました。
「品質」がこれからも日本の国際競争力の源であるために、日科技連
は様々な活動を通じて、社会に貢献していきます。

丸明オールド 42Q　30Q
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デミング賞 ×日科技連

日本から生まれた世界共通語「カイゼン」の原動力として、多くの現場で取り入れられているQCサー

クル活動。その全国組織の中枢である QC サークル本部は日科技連に設立され、運営されています。

活動事例の発表や交流の場として貴重な機会でもある QC サークル大会は、地区、支部、全国と様々

なレベルで行われ、誕生から 50 年以上経った現在も盛大に開催されています。アジアを中心に海外で

も広く普及し、人材育成としても重要な役割を担っている QC サークル活動は、日本企業の海外工場

移転にも役立っています。日科技連では、QCサークル大会の運営の他、『QCサークル活動の基本』や

『QCサークル活動運営の基本』、『QCサークル』誌等を発行するなど活動の普及に努めています。さらに、

1979 年から実施している「QC サークル活動実態調査」は、自社と世間水準の比較など現状認識に

ご活用いただいております。日科技連はこれからも、QCサークル活動の発展に力を注いでいきます。

QCサークル活動 ×日科技連 

品質月間 ×日科技連
一朝一夕では成果を得ることができないといわれる品質活動。そして、その維持、向上が難しい活動

ともとらえられています。日科技連では、日本規格協会、日本生産性本部、日本商工会議所など他団

体の協力の下、品質活動の重要性を毎年再認識できるよう 11 月を品質月間と定め、月間テキストの

発行、特別講演会の実施など、様々な仕掛けづくりを通じて品質意識向上活動に努めてきました。

今年も 11 月になると、工場やオフィスに、ポスターや垂幕が貼られ、Q マークの入った胸章を身に

着けて働く人たちの光景を日本各地で目にすることができるでしょう。毎日の地道な活動だからこそ

意識向上のための強化月間が必要であると考え、50 年以上の期間続けてきました。時代やビジネス

モデルが変わっても品質が重要とされる限り、品質月間を継続していきます。

品質活動に終わりはありません。身近にゴールが感じられない活動だからこそ、マイルストーン、

つまり長い道のりの通過点は重要です。日科技連内に事務局を設置し、運営しているデミング賞は、

総合的品質管理 (TQM) のマイルストーンとして、設立から 200を超える組織に活用されてきました。

その効果から、現在は海外からの申込みも増えています。デミング賞は、経団連会長が委員長を務め

ていることからも垣間見られるように、受賞組織の品質レベル向上に効果があるだけでなく、受賞

報告講演会を通じて活動の紹介が行われ、産業界全体に貢献しています。

若手研究者 ×日科技連
知識や経験の伝承は、少子化の日本において大変難しい課題のひとつで、品質管理界においても例外

ではありません。日科技連では、大学生、大学院生に書記として参加いただいているセミナーがあり

ます。60 年の歴史を誇る「品質管理セミナーベーシックコース」には、将来の品質活動を担う経営

工学系の大学生、大学院生、そして、生物統計家を育成する「臨床試験セミナー　統計手法専門コース」

には、将来、製薬企業や CRO、医療機関、大学などで幅広く活躍する大学院生に各回数名参加い

ただいています。また、品質教育が続いていくために、東京大学に寄付講座を設け、その研究、運営

の支援をさせていただいております。次世代につなぐ活動も日科技連の使命と考えています。

研究開発 ×日科技連
現在も様々な職場で活用されている QC 七つ道具をはじめとする品質手法や統計手法、その多くが

日科技連の研究会、部会などの会合がきっかけとなり誕生しました。普段、当たり前のように使われ

ている便利な手法も、はじめから存在していたものではなく、産業界から様々な業種の方が集まり、

また事例を持ち寄り、学界の方とともに体系的に取りまとめ汎用化されたものです。今となっては、

どこでも耳にする「PDCA」の誕生にも、日科技連が寄与しています。このような、産学界の総力を

結集した日科技連における長年の取り組みが、その誕生に大きく貢献しています。これからも日本の

産学界に広く流通するツールの研究開発をお手伝いしていきます。

これらの日科技連の活動は、日科技連賛助会員の皆様からお預かりした賛助会費の一部を

活用し、運営しています。

QC サークル本部がなかったら、品質月間がなかったら、便利な統計手法が生まれなかっ

たら・・・。そして、10年後も、20年後も、品質が日本の国際競争力であり続けるために、

ぜひ日科技連の活動にご賛同いただき、賛助会員への入会をご検討ください。

賛助会員に関するお問い合わせ先

一般財団法人　日本科学技術連盟　業務管理センター　広報・国際グループ

TEL: 03-5990-5846　E-mail: jusepr@juse.or.jp
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